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村の将来像●最上川・笑顔・いきいき・夢あふれる故郷（ふるさと）戸沢村
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２
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団
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２
部
部
長

第
２
分
団
第
２
部
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２
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班
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２
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３
班
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班
班
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団
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本
部
団
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団
員		

安
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安
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仁
美

本
部
団
員

本
部
団
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阿
部　

香　

阿
部　

香　

本
部
団
員

本
部
団
員		

安
食　

江
里

安
食　

江
里

【
山
形
県
消
防
協
会
最
上
支
部
長
表
彰
】

【
山
形
県
消
防
協
会
最
上
支
部
長
表
彰
】

＊
銀
条
章

＊
銀
条
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第第
11
分
団
第

分
団
第
11
部部

＊
優
功
章

＊
優
功
章

第
１
分
団
第
１
部
部
長

第
１
分
団
第
１
部
部
長		

中
鉢　

勝　

中
鉢　

勝　

第
２
分
団
第
２
部
部
長

第
２
分
団
第
２
部
部
長		

大
川　

信
介

大
川　

信
介

第
３
分
団
第
１
部
部
長

第
３
分
団
第
１
部
部
長		
長
澤　

繁
美

長
澤　

繁
美

＊
精
励
章

＊
精
励
章

第
１
分
団
第
３
部
第
３
班
班
長

第
１
分
団
第
３
部
第
３
班
班
長		

柿
﨑　

健
治

柿
﨑　

健
治

第
２
分
団
第
１
部
第
１
班
班
長

第
２
分
団
第
１
部
第
１
班
班
長		

荒
川　

真　

荒
川　

真　

第
３
分
団
第
１
部
第
３
班
班
長

第
３
分
団
第
１
部
第
３
班
班
長		

深
田　

陽
介

深
田　

陽
介

第
４
分
団
第
２
部
第
３
班
班
長

第
４
分
団
第
２
部
第
３
班
班
長		

田
中　

誠
也

田
中　

誠
也

【
戸
沢
村
長
表
彰
】

【
戸
沢
村
長
表
彰
】

第第
33
分
団
元
副
分
団
長

分
団
元
副
分
団
長		

西
嶋　

信
一

西
嶋　

信
一

第
２
分
団
第
１
部
元
部
長

第
２
分
団
第
１
部
元
部
長		

影
澤　

真　

影
澤　

真　

第
２
分
団
第
１
部
第
１
班
元
班
長

第
２
分
団
第
１
部
第
１
班
元
班
長		

荒
川　

卓
也

荒
川　

卓
也

第
４
分
団
第
１
部
第
３
班
元
団
員

第
４
分
団
第
１
部
第
３
班
元
団
員		

大
山
建
一
郎

大
山
建
一
郎

第
４
分
団
第
１
部
第
１
班
元
団
員

第
４
分
団
第
１
部
第
１
班
元
団
員		

甲
州　

博
和

甲
州　

博
和

【
戸
沢
村
消
防
団
長
表
彰
】

【
戸
沢
村
消
防
団
長
表
彰
】

第第
11
分
団
第
１
部
第
１
班
団
員

分
団
第
１
部
第
１
班
団
員		

小
野　

陽
希

小
野　

陽
希

第
１
分
団
第
２
部
第
１
班
団
員

第
１
分
団
第
２
部
第
１
班
団
員		

平
瀬　

修
平

平
瀬　

修
平

第
１
分
団
第
３
部
第
１
班
団
員

第
１
分
団
第
３
部
第
１
班
団
員		

髙
橋　

潤　

髙
橋　

潤　

第
１
分
団
第
３
部
第
２
班
団
員

第
１
分
団
第
３
部
第
２
班
団
員		

堀
米　

恭
生

堀
米　

恭
生

第
１
分
団
第
３
部
第
３
班
団
員

第
１
分
団
第
３
部
第
３
班
団
員		

柿
﨑　

勇
也

柿
﨑　

勇
也

第
２
分
団
第
１
部
第
１
班
団
員

第
２
分
団
第
１
部
第
１
班
団
員		

海
藤　

大
希

海
藤　

大
希

第
２
分
団
第
１
部
第
１
班
団
員

第
２
分
団
第
１
部
第
１
班
団
員		

影
澤　

隆
行

影
澤　

隆
行

第
２
分
団
第
２
部
第
１
班
団
員

第
２
分
団
第
２
部
第
１
班
団
員		

小
玉　

大
誠

小
玉　

大
誠

第
２
分
団
第
３
部
第
２
班
団
員

第
２
分
団
第
３
部
第
２
班
団
員		

安
食　

匠　

安
食　

匠　

第
２
分
団
第
３
部
第
２
班
団
員

第
２
分
団
第
３
部
第
２
班
団
員		

安
食　

雅
哉

安
食　

雅
哉

第
３
分
団
第
１
部
第
３
班
団
員

第
３
分
団
第
１
部
第
３
班
団
員		

畠
山　

伸
晃

畠
山　

伸
晃

第
４
分
団
第
２
部
第
１
班
団
員

第
４
分
団
第
２
部
第
１
班
団
員		

早
坂　

芳
文

早
坂　

芳
文

第
４
分
団
第
２
部
第
２
班
団
員

第
４
分
団
第
２
部
第
２
班
団
員		

早
坂　

清
一

早
坂　

清
一

第
４
分
団
第
２
部
第
３
班
団
員

第
４
分
団
第
２
部
第
３
班
団
員		

三
原　

彰
夫

三
原　

彰
夫

第
４
分
団
第
２
部
第
３
班
団
員

第
４
分
団
第
２
部
第
３
班
団
員		

早
坂　

智
也

早
坂　

智
也

＊
機
械
器
具
管
理
優
良
章

＊
機
械
器
具
管
理
優
良
章

		

第第
22
分
団
第

分
団
第
11
部
第
部
第
22
班班

		

第第
44
分
団
第

分
団
第
22
部
第
部
第
11
班班

　

4
月
29
日
（
土
）、
令
和
５
年
度
春
季
消
防
演
習
が
開
催
さ
れ
、
村
内
の
消
防
団
員
約

２
０
０
名
が
一
堂
に
会
し
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、分
列
行
進
や
小
隊
訓
練
、放
水
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
、参
加
し
た
消
防
団
員
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
動
き
や
連
携
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
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　５月12日（金）、戸沢村役場前の国道47号線沿にて、
村長をはじめ、戸沢駐在所警察官、村交通安全対策推進
協議会の委員らが、旗波作戦を行い、行き交う車や歩行
者に交通安全を呼び掛けました。
　交通死亡事故ゼロ実現を目指し、思いやりの心で安全
運転をお願いします。

　４月19日（水）、新庄信用金庫様より、戸沢政盛
の生涯を描いた漫画が寄贈されました。
　戸沢政盛とは、江戸時代の新庄藩初代藩主であり、
戸沢政盛が新庄市に城を築いてから再来年で400年
を迎えようとしています。今年で創立100周年を迎
える新庄信用金庫では、これを記念して政盛につい
て子ども達に知ってもらおうと、今回漫画の作成を
行いました。
　頂いた漫画は、学園の生徒達へ届けられています。
ご寄贈、誠にありがとうございました。

　４月25日（火）、戸沢藩船番所にて、安全運航祈願祭
が行われました。昨年までは感染症対策として規模を縮
小しての開催だったため、久しぶりに多くの来賓に見守
られる祈願祭となりました。
　式典では、山伏による神事が行われた後、出席者が神
前に玉ぐしを奉納し、１年間の安全を祈願。戸沢学園４
年生からは「最上川舟唄」が披露され、会場を盛り上げ
ました。

　５月20日（土）、戸沢学園のグラウンドにて、戸沢学
園大運動会が開催され、生徒達は白熱した戦いを繰り広
げました。
　当日は１年生から９年生までの生徒達が、パワフルに
駆け抜ける徒競走や見どころ満載の学年種目、応援合戦、
リレーなど、一生懸命頑張る姿に保護者席からは大きな
声援が送られ、生徒たちの表情も最後には爽やかな笑顔
を見せてくれました。

１年間の安全運航を祈願

戸沢学園大運動会

交通安全を呼び掛けました「春の交通安全運動」

戸沢政盛の漫画をご寄贈いただきました

今月の一枚今月の一枚今月の一枚今月の一枚
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　４月27（木）から29日（土）までの３日間にわたり、第
67回山形県縦断駅伝競走大会が開催されました。国道47号
線を通過する本大会は、戸沢中継所となる古口除雪ステーシ
ョン前や沿道から、多くの住民が選手を激励し、新庄・最上
チームが通過する際にはひと際大きな声援が送られていまし
た。
　本村からは、星川昇さん・古川一琉さん・石塚宇恭さん・
古川羽琉さんの４人がチームに参加しました。

　４月22日（土）～ 23日（日）遊佐町民体育館を会場に、
アランマーレ主催「日本海小学生バレーボール大会」が
開催され、戸沢JVCが最北地区代表として参加しました。
　２日間の熱戦の末、準決勝で山形県の強豪おぐにと対
戦。相手からの強打の攻撃にも怯まず、見事２－０で戸
沢JVCが勝利しました。
　決勝戦は、新潟県の加治川と対戦。両者譲らずの接戦
となりました。結果は惜しくも１－２で敗れましたが、
戸沢JVCは準優勝の好成績を収めました。

戸沢ＪＶＣが準優勝

駆け抜けろ！山形県縦断駅伝

松田　美惠子さん 八鍬　キヨ子さん 早坂　ミヨエさん

田口　勝也さん 木村　マチ子さん 佐々木　秋子さん 

百寿　おめでとうございます百寿　おめでとうございます
　今年度、百寿を迎えられる方々に賀詞が贈呈されました。皆さんとてもお達者で、
年を感じさせないほどお元気でした。これからも元気で明るく過ごしてください。
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　令和５年度の地区会長が決まりましたので、お知らせします。今後とも、各地区会の代表として村政へのご協力を
よろしくお願いします。

令和５年度の地区会長が決まりました

地　　区　　名 会　　長　　名 備考 地　　区　　名 会　　長　　名 備考
岩 清 水 地 区 青 柳 雄 一 副会長 古 口 （ 裏 ） 地 区 和 田 弘 明
金 打 坊 地 区 松 田 洋 一 監　事 古 口 （ 下 ） 地 区 山　内　登美男
津 谷 地 区 齊 藤 喜 一 理　事 上台・猪ノ鼻地区 門 脇 忠 夫
向 名 高 地 区 堀 米 孝 二 山 ノ 内 地 区 井 上 　 正 副会長
名 高 地 区 荒 川 英 利 中 沢 地 区 秋 葉 静 雄
濁 沢 地 区 山 﨑 和 彦 理　事 滝 ノ 下 地 区 安　食　喜一郎 会　長
神 田 地 区 佐 藤 勇 人 十 二 沢 地 区 秋 保 正 喜
杉 沢 地 区 阿 部 祐 一 下 本 郷 地 区 安 食 博 徳
野 口 地 区 荒 木 　 誠 上 本 郷 地 区 安 食 輝 敏 監　事
上 松 坂 地 区 八 鍬 英 也 畑 ケ 地 区 大 山 　 篤
下 松 坂 地 区 八 鍬 　 卓 綱 取 地 区 田 中 年 春
向 松 坂 地 区 黒 坂 好 幸 理　事 元 屋 敷 地 区 今 坂 忠 夫 理　事
蔵 岡 地 区 山 﨑 　 昇 理　事 与 吾 屋 敷 地 区 早 坂 孝 一
岩 花 地 区 増 山 和 博 片 倉 地 区 羽 賀 孝 慶
出 舟 地 区 安 食 洋 一 平 根 地 区 田 中 廣 勝
真 柄 地 区 荒　木　多美夫 理　事 勝 地 地 区 田 中 国 弘 理　事
古 口 （ 上 ） 地 区 富 樫 政 彦 監　事 上 野 地 区 田 中 和 徳
古 口 （ 中 ） 地 区 芳 賀 文 夫 沢 内 地 区 阿 部 忠 一

地  区  名 氏      名
岩 清 水 阿部　恵美
金 打 坊 伊藤　景子
津　　 谷 庄司　美智子
津　　 谷 矢口　ちはる
津　　 谷 市川　由紀子
津　　 谷 齋藤　周子
津　　 谷 八鍬　加奈子
向 名 高 荒川　郁子
向 名 高 門脇　幸恵
向 名 高 滝口　由里子
向 名 高 庄司　澄江
名　　 高 荒川　美紀
名　　 高 荒木　孝子
名　　 高 荒川　順子

地  区  名 氏      名
濁　　 沢 柿﨑　壽子
神　　 田 髙橋　かず子
神　　 田 岸　留美
神　　 田 五十嵐 都美子
神　　 田 木村　祝子
神　　 田 岡田　美世子
杉　　 沢 奥山　伝子
野　　 口 田中　こずえ
上 松 坂 中鉢　和歌子
上 松 坂 高橋　澄子
下 松 坂 八鍬　友江
岩　　 花 安食　輝子
出　　 舟 柿崎　郁子
蔵　　 岡 早坂　悦子

地  区  名 氏      名
蔵　　 岡 鈴木　咲子
蔵　　 岡 中嶋　春実
真柄（下） 池田　朋子
真柄（上） 斉藤　真由美
古口（上） 富樫　理恵
古口（上） 加藤　美穂
古口（中） 大江　泰子
古口（下） 佐藤　ゆり
古口（裏） 土田　みゆき
上    台 奧山　美奈子
猪 ノ 鼻 早坂　京子
山 ノ 内 佐藤　晴智子
柏   沢 井上　恵美子
中   沢 岸　シズ子

地  区  名 氏      名
滝 ノ 下 安食　佐喜子
十 二 沢 秋保　峰子
下 本 郷 田中　千恵美
上 本 郷 齋藤　洋子
畑    ケ 早坂　英姫
綱    取 早坂　美幸子
元 屋 敷 今坂　幸子
与 吾 屋 敷 早坂　孝一
片    倉 羽賀　孝慶
平    根 田中　愛子
勝    地 田中　たき子
上    野 早坂　叶依
沢    内 阿部　光子

※網掛けは、今年度より新しく地区会長になられた方です。

保健推進員に委嘱状が交付されました 　各地区の保健推進員が決まりましたので、
お知らせします。任期は令和５年４月から令
和８年３月までの３年間です。
　各種検診の申込書配布・回収や、健康相談
の連絡調整・参加勧奨等の役割を担っていた
だきます。
　戸沢村の保健福祉活動にご協力よろしくお
願いします。



●7●

2 0 2 3 . 6 . 1  N o . 6 1 9

　令和５年度当初予算は、一般会計で34億7,600万円、沖縄中部広域市町村圏の児童との交流などを行う、ふる
さと市町村圏事業特別会計で1,051万円となりました。
　一般会計の中で最も金額の大きいものが消防費（14億9,112万円）となり、そのうち9億754万円が人件費とな
ります。また、新消防庁舎建設関係の経費として3億4,212万円を計上しております。次に金額の大きいものが衛
生費（14億5,511万円）となります。主な事業としましては、可燃ごみ焼却施設であるエコプラザもがみ費とし
て8億2,790万円、不燃ごみ処理施設であるリサイクルプラザもがみ費として2億5,791万円、し尿処理施設であ
るもがみクリーンセンター費として3億6,012万円となっております。また前年度と比較し、衛生施設を含めたす
べての施設で電気料が増額することに伴い、電気料だけで1億9,148万円の増額となっています。また、修繕料と
してエコプラザもがみでITV（監視カメラ）等更新修繕（8,094万円）やリサイクルプラザ及び浸出水処理施設
高圧受配電設備内機器更新修繕（2,562万円）の実施等により総額で5億8,500万円の増額となっております。
　また、ふるさと市町村圏事業特別会計では、沖縄児童交流に係る旅行代理業務委託料の増額等により、総額で
4万円の増額となっております。
◎一般会計歳入歳出予算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  単位：万円

歳　　入 歳　　出
項　　目 金　額 対前年度 項　　目 金　額 対前年度

分 　 　 担 　 　 金 296,667 30,107 議 　 　 会 　 　 費 102 1
市　町　村 290,622 30,338 総 　 　 務 　 　 費 31,829 3,104
交　付　税 6,045 △ 231

基金積立金 6,002 1
使用料及び手数料 13,087 △ 262
国 庫 支 出 金 64 6 衛 　 　 生 　 　 費 145,511 24,107
財  産  収  入 3 1 消 　 　 防 　 　 費 149,112 31,906
繰 入 金 13,834 7,104 教 　 　 育 　 　 費 4,889 △ 173
繰 越 金 300 0 公 　 　 債 　 　 費 15,857 △ 445
諸 収 入 2,455 354 予 　 　 備 　 　 費 300 0
組 合 債 21,190 21,190

計 347,600 58,500 計 347,600 58,500

令和５年度　最上広域市町村圏事務組合予算の概要

寄附金の使い道
　ふるさと納税を通じていた
だいた寄附金は、以下の７つ
の事業に活用いたします。
１．子ども支援事業
２．福祉事業
３．教育・文化振興事業
４．まちづくり事業　
５．環境保全事業
６．観光振興事業
７．その他の事業

寄附金の実績
令和４年度
寄附件数 5,604件
寄 付 額 148,862,500円

戸沢村　ふるさと納税　寄附金の使い道と報告

件
6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

寄附額・寄附件数の推移

H30 H31/R1 R2 R3 R4
　　　寄附額 20,576,715 4,186,400 71,128,023 118,882,000 148,862,500
　　　年度 1,224 229 2,615 5,333 5,604

単位：千円
160,000

140,000

120,000

100,000

80,000
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地域おこし協力隊　活動報告地域おこし協力隊　活動報告
　地域おこし協力隊とは、人口の減少や高齢化により人材不足が叫ばれている過疎地域等へ、都市地域から
移り住み、地域の活性化のために活動する、そんな人たちのことを指します。戸沢村にも、３人の地域おこ
し協力隊が村おこしのために日々活動しています。広報とざわでは、３名の活動の様子を紹介します。

勝
川
　
清
史 

隊
員

　

今
月
は
、「
こ
ど
も
の
日
イ
ベ
ン
ト
」
と
い
う
こ

と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
合
同
で
子
ど
も
応
援
バ

ザ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
！

　

当
日
は
、
バ
ザ
ー
の
他
に
も
Ｅ
ス
ポ
ー
ツ
や
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
無
料
配
布
、
モ
ル
ッ
ク
や
フ
リ
ス
ビ
ー
な

ど
の
体
験
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
っ
た
り
と
ボ
リ

ュ
ー
ム
満
点
で
、
沢
山
の
方
が
楽
し
ん
で
参
加
し
て

い
る
様
子
で
し
た
。
自
分
自
身
も
休
憩
の
際
に
Ｅ
ス

ポ
ー
ツ
を
体
験
し
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
関
る
こ

と
が
で
き
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
♪

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
に
先
立
ち
子
ど
も
用
品
を
寄
付

し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
も
定
期
的
に
バ
ザ
ー
を
開
催
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
引
き
続
き
ご
支

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
バ
ザ
ー
の
売
り
上
げ
は
、
15
点
以
上
寄
付
し
て
い

た
だ
い
た
方
に
ぽ
ん
ぽ
館
入
浴
券
（
１
回
分
）
と
し

て
お
渡
し
、
戸
沢
暮
ら
し
に
役
立
て
て
お
り
ま
す
。

　

第
2
回
バ
ザ
ー
は
夏
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
学
校
・
保
育
園
の
方
に

チ
ラ
シ
に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

長
沼
　
栞 

隊
員

　

一
日
中
村
内
を
駆
け
回
っ
た
二
日
目
、
夕
食

を
一
緒
に
食
べ
た
後
、
隣
の
部
屋
か
ら
あ
ふ
れ

出
す
、
子
ど
も
た
ち
二
人
の
遊
ぶ
声
に
、
か
き

消
さ
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
、
僕
た
ち
は
、
三

人
で
地
域
で
の
暮
ら
し
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、

率
直
に
語
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

5
月
3
日
か
ら
2
泊
3
日
で
、
千
葉
か
ら
友

人
家
族
（
4
人
）
が
会
い
に
来
て
く
れ
た
の
で

す
。
ど
う
に
か
都
合
が
つ
い
た
宿
泊
先
の
農
家

民
宿
で
は
、
ち
ょ
う
ど
帰
省
さ
れ
た
お
孫
さ
ん

と
も
一
緒
で
、
僕
ら
大
人
の
会
話
は
も
う
完
全

に
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
化
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

お
開
き
と
な
り
、
白
熱
灯
の
灯
る
玄
関
先
で

見
送
ら
れ
て
、
そ
の
集
ま
り
か
ら
一
抜
け
し
た

の
は
、私
の
方
で
、ま
る
で
自
分
が
帰
省
し
て
親

戚
家
族
ら
と
会
っ
て
き
た
よ
う
だ
と
、
自
宅
へ

帰
る
車
中
、
五
月
の
ひ
ん
や
り
と
し
た
夜
風
に

乗
っ
て
遠
く
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
カ
エ
ル
の
声

に
、哀
愁
を
誘
わ
れ
た
の
で
し
た
。
國
峯　
充
浩

地
域
お
こ
し
協
力
隊
日
月
抄
　
第
二
十
六
話

地
域
お
こ
し
協
力
隊
日
月
抄
　
第
二
十
六
話

空き家バンクの推進（5月10日現在）
　　　　　　　　　　トータル件数（前月比）
　空き家バンク相談数　　　 18件（+0件）
　空き家バンク登録数　　　　 5件（+0件）
　空き家利用相談件数　　　 23件（+3件）
　空き家バンク物件見学数　 13件（+3件）

空き家バンク推進に向けて活動しています！
１．春になり、空き家バンクの問合せが増えてきました。
　　移住サイト「とざわ暮らし」の空き家情報を見て、山形県外からの
　　問合せが増えてきています。
　　ゴールデンウィーク中には千葉県から見学がありました。
２．土地建物所有者様向けに空き家促進チラシを配布をしました。

↓バザーの様子↑
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心を熱くするスラムダンクの言葉／齋藤　孝
刊行以来、多くの人から「人生のバイブ
ル」として支持されている名作漫画。な
ぜここまで長く、なぜ今再び注目を浴び
ているのでしょうか？それは、コロナ禍
で失われた「密」と「熱」の重要さを再認
識させてくれるから。漫画に登場する名
セリフから人生訓を学んでみませんか？ 日 月 火 水 木 金 土

　 　 1
夜間

1
夜間

3
午前

4
休館

5 6 7 8
夜間

9
夜間

10
午前

11
休館

12 13 14 15
夜間

16
夜間

17
午前

18
休館

19 20 21 22
夜間

23
夜間

24
午前

25
休館

26 27 28 29
夜間

30
夜間

羽生結弦　アマチュア時代全記録／
　　CCCメディアハウス

全528点の写真とともに振り返る、ひた

むきにスケートと向き合い続けた努力

と成長の軌跡。

ファン必携の資料的価値の高い１冊！

荒地の家族／佐藤　厚志
あの災厄から10年余り、男はその地を彷
徨い続けた。元の生活に戻りたいと人が
言う「元」とはいつの時点か。
仙台在住の書店員が描く、被災地に生き
る人々の止むことのない渇きと痛み。第
168回芥川賞受賞作。

開館時間 ： 月・火・水　9：00～17：00
　　　　　  木・金　　　9：00～19：00
　　　　　  土　　　　　9：00～12：00

戸沢村中央公民館図書室戸沢村中央公民館図書室

本のススメ　 本のススメ　 

vol.123vol.123
今月は、戸沢学園職員の
Ｓさんの推し本をご紹介！
中央公民館図書室の蔵書に
全シリーズ揃っています。

タイトル：パンどろぼう
作 者 名：柴田　ケイコ
コメント：おいしいパンを食べるのが大好きな

パンどろぼう。森の中で見つけたパ

ン屋さんのパンがまずかった…。お

いしいパンを食べるため、パン屋の

おじさんと協力してパンづくりをす

るお話。色んな表情を見せるかわい

いパンどろぼうと、次々でてくる仲

間たち。ぜひ全シリーズ読んでみて

下さい。

☆第８回
☆

えほんの森
～わくわくのおはなしかい～

 日時：令和５年６月１７日（土）　朝１０時～

 場所：戸沢村中央公民館図書室

 対象：０歳５か月～５歳までの子とその家族

　
 申込不要です。
 気軽にご参加ください！
 読み聞かせや手遊びで
 楽しい時間を過ごしましょう！
 （中止の際は前日までにSNS
 でおしらせいたします。）

6/16（金）夜間は、イベント準備のため
テーブル等の使用ができません
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　村民の安心・安全な住環境づくりを促進し、良好な景観形成を図るため、解体費用の一部
　（補助率１／３	・	上限１００万円）を補助します。

⃝受付期間

•令和５年８月３１日（木）まで
　※予定件数を超える申込みがあった場合は危険性の高い住宅を優先させていただきます。

⃝補助対象となる空き家（次のすべてに該当する老朽危険空き家）

•村内にある戸建住宅（長屋又は共同住宅を除く。）で、現在使用されていない建物。
•建替え・土地の譲渡を目的としていないこと。
•公共事業等による補償の対象となっていないこと。
•住宅の不良度の判定基準による評点の合計が 100 点以上であるもの　

⃝対象者の要件（次のすべてに該当する者）

•空き家の所有者またはその相続人（個人に限る） 
•村税等の滞納をしていない者 
•共有者又は複数の相続人がいる場合は、申請者以外の共有者又は相続人から解体の同意を得
　られていること

⃝補助金額

•空き家の解体工事費の３分の１以内で上限１００万円 
　（家財道具の撤去、運搬、処分費も含む）。

⃝重要事項

•交付決定を受ける前に、工事の契約又は着手された場合には、補助金の対象となりません。
•令和５年８月末までに事前相談がされ、翌年２月末までに完了する解体工事が対象となりま
　す。
•各書類の提出期限が守られない場合は、補助金の支払ができないことがあります。
•建築物を解体することにより、翌年度より土地の固定資産税額が増額になる場合があります。

詳しくは下記お問い合わせまでご相談ください。

問合せ先：建設水道課　建設係　　☎　0233-72-2547
　　　　　　　　　　　　　　　 FAX　0233-72-2116

令和５年度　戸沢村老朽危険空き家解体事業費補助金
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建設水道課からのお知らせ

まちづくり課からのお知らせ

河川一斉清掃の実施について

住宅の耐震診断をしてみませんか？

令和６年度コミュニティ助成事業の募集について

　村内の河川一斉清掃を実施しますので、ご協力ください。
　この事業は、山形県と各市町村が主催する「きれいな川で住みよいふるさと運動」の一環として、戸沢村で
は各地区住民の参加により河川や地区内の清掃・美化活動にこれまで取り組んできました。
　今年度は下記の日程により実施しますので、村民の皆さんの積極的な参加をお願いします。
　
※中止の場合は随時防災無線等でお知らせいたしますのでご了承ください。
　
開催日　令和５年６月25日（日）
※ゴミ回収は午前６時30分より開始しますので、回収時間厳守の上で河川清掃へのご協力をお願いします。
〇回収できないゴミ　流木・土砂・農機具・家電製品・タイヤなどの粗大ゴミ
　

問合せ先：建設水道課　建設係　☎0233-72-2547

　戸沢村では、木造住宅の耐震化促進のため、耐震診断士による住宅の耐震診断及び改修計画の作成を補助し
ています。
　
○対象となる住宅　昭和56年５月31日以前に着工した戸建住宅で、在来軸組工法による木造平屋又は２階建

ての住宅
○募　集　戸　数　２戸（先着順）
○募　集　期　間　令和５年６月１日（木）～令和５年11月30日（木）
○診断内容と費用（自己負担額）	
　　　　　　　　　耐震診断業務・補強方針作成・補強計画作成（概算工事費の算出含む）
　　　　　　　　　申請者負担額　11,000円～ 18,000円（内容によって変わります）
　　　　　　　　　※築形状や経年の増改築によって診断業務が複雑になる場合は負担金が基本負担額より増

額される場合が有ります。
問合せ先：建設水道課　建設係　☎0233-72-2547

　一般財団法人自治総合センターから、宝くじの社会貢献広報事業として、コミュニティ活動に必要な備品や
集会施設の整備、安全な地域づくりと共生のまちづくり、地域文化への支援や地域の国際化の推進及び活力あ
る地域づくり等に対して助成を行い、地域のコミュニティ活動の充実・強化を図ることにより、地域社会の健
全な発展と住民福祉の向上に寄与するための事業です。
募集する事業は以下の通りです。
　
（１）　一般コミュニティ助成事業　　　　（２）　コミュニティセンター助成事業
（３）　地域防災組織育成助成事業　　　　（４）　青少年健全育成助成事業
（５）　地域づくり助成事業　　　　　　　（６）　地域の芸術環境づくり助成事業
（７）　地域国際化推進助成事業
　
•募集期間：令和５年７月２８日（金）迄
•応募先、問い合わせ先：まちづくり課企画調整係　☎0233-72-2152
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　不法投棄は犯罪です。自分の土地に廃棄物を置いたままにする行為やポイ捨ても不法投棄になります。
　戸沢村の自然や景観を守るため不法投棄は絶対にしないでください。
　
　行政は、私有地に不法投棄されたごみを回収することができません。私有地に不法投棄された場合、原則と
して土地の所有者（管理者）が処分しなくてはなりません。日頃から不法投棄をされないよう、適正な管理を
心がけましょう。
　
不法投棄防止の対策例
•草を刈る、ごみを片付けるなど周辺環境を整備する
•柵、ロープを張るなどし、土地に侵入できないようにする
•看板やのぼり旗を設置する
　※住民税務課に看板・のぼり旗がありますので、ご相談ください。
　

問合せ先　住民税務課　住民生活係　☎0233-72-2326

　最近、道端に犬のふんが放置されたままになっているなどの苦情が寄せられています。
飼い主の方は、マナーを守りご近所や地域の迷惑とならないように、ペットの適正飼育を行い環境美化にご協
力をお願いします。

≪犬を飼うときには次のルールを必ず守りましょう≫

１．放し飼いをしてはいけません！

　犬を飼う場合、つないで飼うか、柵などの中で飼わなければなりません。

　室内犬であっても、来客対応時に逃げ出さないよう注意しましょう。

　散歩するときは必ずリードをつけましょう。

２．ふんは必ず持ち帰りましょう！

　散歩をするときは、ふんをとる用具（ビニール袋、スコップ、紙など）を携帯しましょう。

３．最後まで責任をもって飼いましょう！

　飼い主には、終生飼養の責任があります。最後まで愛情と責任をもって飼いましょう。

　
問合せ先　住民税務課　住民生活係　☎0233-72-2326

期　　間：令和５年６月１日～ 12月３１日
対 象 者：令和５年度中に４０， ４５， ５０， ５５， ６０， ６５， ７０歳になる方
　　　　　※対象者の方には受診券を郵送させていただきます。
検診費用：５００円
検診内容：問診及び歯周病組織検査
医療機関：山形県内の歯科医療機関（一部を除く）
　

問合せ先：健康福祉課　健康推進係　☎0233-72-2364

不法投棄は犯罪です！

犬の飼い主の皆さまへ　～飼い犬のふんを放置しないでください～

歯周疾患検診を受けましょう！

住民税務課からのお知らせ

健康福祉課からのお知らせ
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みんなですっぺ！健康づくり
令和５年６月戸沢村保健センター予定表

月 火 水 木 金
　 　 　 1 2

午前 　 　 　 ○ ○
午後 ○ ○

5 6 7 8 9
午前 ○ ○

休館日
○ ○

午後 ○ ○ ○ ○
12 13 14 15 16

午前 ○ ○
休館日

○ ○
午後 ○ ○ ○ ○

19 20 21 22 23
午前 ○ ○

休館日
○ ○

午後 ○ ○ ○ ○
26 27 28 29 30

午前 ○ ○
休館日

○ ○
午後 ○ ○ ○ ○

午前（8：30から12：00）午後（13：30から17：00）

　戸沢村では、将来の担い手となる若者の県内回帰・定着を促進するため、「やまがた就職促進奨学金返還支
援事業」を県と連携して実施します。この事業では、奨学金の貸与を受ける学生の皆さんが、卒業後に県内に
定住・就業した場合に、奨学金の返還を支援します。
　
【募集内容】
◆やまがた若者定着枠　（定員　県全体で２３０名）
◎対象奨学金：（日本学生支援機構第一種・第二種奨学金、戸沢村教育振興修学資金）
◎募集時期：令和５年５月２６日（金）～６月３０日（金）　17時必着
【支援額】
２万６千円×令和５年４月以降に奨学金の貸与を受ける月数
（例）４年制大学の場合の支援額　最大１２４万８千円
詳しい応募要件や申し込み方法などは、QRコード又は
県ホームページをご覧ください。

問合せ先：戸沢村教育委員会　学校教育係　☎0233-72-3242

　若者センター内の野球場および
陸上競技場でのペットの散歩はご
遠慮ください。

〈利用対象〉　１歳から幼児まで
〈期　　間〉　６月１８日（日）から１０月２９日（日）
〈時　　間〉　午前９時から午後４時
※土曜・日曜のみの開放になります。
※必ず保護者（大人）が同伴し、保護者の責任において遊ばせてください。
　その他詳細は、戸沢村教育委員会までお問い合わせください。
　 問合せ先：戸沢村教育委員会　学校教育係　☎0233-72-3242

やまがた就職促進奨学金返還支援事業　応募者募集

施設利用についてのお願い 戸沢保育園　園庭遊具のご利用について

共 育 課 か ら の お 知 ら せ

地域包括支援センターからのお知らせ

～ 認知症かな？と思ったら…～ 認知症かな？と思ったら…

相談窓口のご案内 ～相談窓口のご案内 ～

《戸沢村認知症初期集中支援チーム》

　認知症の不安がある方やご家族に早期に関わ

り、医療や福祉につなぐ支援を集中的に行いま

す。包括支援センターの保健師と主任介護支援

専門員がご自宅に訪問し、支援を行います。認

知症初期集中支援チームにお気軽にご相談くだ

さい。

　

 【連絡先】
戸沢村地域包括支援センター　
0233 − 32 − 0661
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お
知
ら
せ
版

～
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
募
集
案
内
～

●募集内容
　

●受験資格　【一般職】平成５年４月２日以降に生まれた方で、令和６年３月までに高等学
　　　　　　　　　　　校卒業見込みの方
●受験申込受付期間　令和５年７月３日（月）～令和５年８月18日（金）
●第１次試験日　令和５年９月上旬
●そ の 他　受験案内及び受験申込書は、戸沢村土地改良区に備え付けており、期間内に交

付します。また、郵送による請求にも対応いたします。試験の詳細については、
下記までお問い合わせください。

●問合せ先　〒999-6313　山形県最上郡戸沢村大字名高1593-96
　　　　　　戸沢村土地改良区　☎0233-72-2268　FAX : 0233-72-2262
　　　　　　Mail :midorinet-tozawa@ceres.ocn.ne.jp

●対　　象　保健、医療、福祉の分野で５年以上かつ
　　　　　　900日以上の実務経験がある人
●受 験 料　１万200円
●試験会場　山形市内（詳細は受験票交付時）
●試 験 日　令和５年10月８日（日）午前10時～
●申込期間　令和５年６月８日（木）～６月30日（金）
●受験の手引き
　　　　　　令和５年６月１日から、郵送または県福
　　　　　　祉人材センターの窓口で配布します。
※受験の手引きの請求方法や申込方法の詳細は県福祉
　人材センターホームページをご覧ください。
●問合せ先　県社会福祉協議会　人材研修部人材係
　　　　　　☎023-622-2776

●月～金　午前８時30分～午後５時15分
　【相談員対応　午前９時～午後４時15分】
●土、日、祝、年末年始は休み
●メール及びFAXは24時間受け付けています
　E-mail : yshogaku@pref.yamagata.jp
　F A X : 023-630-2874
☆子育ての悩みを１人で抱えず、電話でお話しくださ
　い。相談員がご一緒に考えます。
☆相談の秘密は守ります。 児童生徒からの相談にも
　応じます。
●問合せ先
　山形県教育局生涯教育・学習振興課
　☎023-630-2872

令和６年度　戸沢村土地改良区新規職員採用試験のご案内

令和5年度県介護支援専門員実務研修受講試験 ふれあいほっとライン

　里親に興味がある方に、里親制度について説明する
とともに、先輩里親の体験談をお聞きいただくことで、
里親としての役割についてご理解頂くための説明会で
す。
里親とは？…家庭で暮らすことのできない子どもを、
　　　　　　県からの委託で一定期間養育していただ
　　　　　　く方。
　●日　　時　令和５年６月17日（土）
　　　　　　午前10時～ 11時
●場　　所　新庄市広域交流センター「ゆめりあ」
●申込締切　令和５年６月10日（土）正午まで
●問合せ先　子ども家庭支援センター「チェリー」
　　　　　　☎0237-84-7111
●共　　催　山形県子ども家庭福祉課

　最上広域青少年指導センターでは、コミュニケーシ
ョンが苦手で社会参加に不安を持つ若者、高校中退の
若者、就労していない若者を対象にひきこもりなどの
相談活動を行っています。
　何か悩みを抱えている、悩みとまではいかないけ
ど誰かに話を聞いてほしいと考えている方（ご家族）、
お気軽にご相談ください。
　●相 談 日　令和５年６月８日（木）
●時　　間　午前９時30分～ 11時30分
●場　　所　戸沢村中央公民館　３階和室
●相 談 料　無料
●問合せ先　最上広域青少年指導センター
　　　　　　新庄市教育委員会　社会教育課内
　　　　　　☎0233-22-2111

里親になりませんか？
令和５年度　里親説明会

最上広域青少年指導センター
【若者社会参加支援　巡回相談】

試験区分 採用予定人数 職務内容

一般職 若干名 農業用施設の維持管理・工事及び一般
事務に関する業務
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　北方領土問題対策協会では、北方領土について国民
の皆さんに広く認識してもらい、北方領土返還の気運
を高めるため、「北方領土に関する標語・キャッチコ
ピー」を募集します。
　北方領土をアピールする自由な発想で標語・キャッ
チコピーを考えていただき、応募ください。
　
●応募方法　はがき、郵便、ファックス、メール、又
　　　　　　は公募情報専用WEBサイトより申込み
●応募先【はがき、郵便】↓
　　　　〒105-0011東京都港区芝公園1-8-21-5階
　　　　「令和５年度北方領土に関する標語キャッチ
　　　　コピー募集係」宛て
　　　　【ＦＡＸ】03-5405-2061
　　　　【メール】hoku@koubo.co.jp
●応募締切　令和５年９月30日（当日消印有効）
●問合せ先　☎03-5405-2062

　令和５年６月１日～ 10日は「電波利用環境保護周
知啓発強化期間」です。
　電波は航空機や船舶、警察、消防、救急用など、私
たちの生活の安心・安全の確保に使われています。
　不法電波は、こんな大切な通信を妨害して私たちの
生活や、人名の安全を脅かします。
　電波の混信・妨害については、下記連絡先へご相談
ください。
　総務省東北総合通信局
　相談窓口　☎022-221-0641

　働く上で女性が抱える悩みや不安、職場の問題に関
する労働相談への対応を行います。
　
●実施期間　令和５年６月６日（火）～７日（水）
　　　　　　10時～ 18時
●相談電話　フリーダイヤル　☎0120-154-052
●相談方法　相談者が電話で相談する方法です。
●相談内容　職場の、パワハラ、セクハラ、マタニテ

ィーハラスメント、解雇、賃金カット、
未払い賃金、休暇など、労働に対する相
談に応じます。

●相 談 料　無料

●開催日・内容
　①令和５年６月１８日（日）　夏の講座
 （昆虫講座など）
　②令和５年１１月５日（日）　秋の講座
 （ブナの森の自然講座など）
　③令和６年２月１８日（日）　冬の講座
 （クラフト講座など）
●会　場　山形県遊学の森
　　　　　　　（金山町大字有屋１７６１）

□高校生以上でボランティアが可能な県内在住の方
ならどなたでも参加可能です。（参加無料）

　参加は各回２０名程度。
□２講座以上受講で終了証を発行します。

●参加申込み・問い合わせ
　山形県最上総合支庁森林整備課森づくり推進室
　☎0233-29-1350
　※開催日の１週間前までお問い合わせください。

●試験日時　令和５年10月28日（土）
　　　　　　午後１時30分から３時30分
●場　　所　山形市（山形県庁）
●願書配布場所　各保健所生活衛生課（室）
●願書受付期間　令和５年６月２日～
　　　　　　　　令和５年６月16日（閉庁日除く）
●申込み　最寄りの保健所生活衛生課（室）まで願書
　　　　　を持参
　　　　　※山形市保健所を除く
●問合せ　県食品安全衛生課食品衛生企画担当
　　　　　☎023-630-2621

　最上総合支庁では、子どもの頃から薄味に慣れるこ
とは、将来の生活習慣病を予防するための重要なポイ
ントであるため、この度、家族みんなで減塩に挑戦す
るための「おいしい給食のレシピ動画」を作成しまし
た。
　保育園自慢のおいしい給食の作り方や食育の紹介を
していただき、多くの方に楽しんでいただける食育動
画になっています。
　是非ご覧ください！
　
　　最上地区子育て応援団サイト　
　　「MOCOnet」（食育のページ）

北方領土に関する
標語・キャッチコピーを募集します

総務省からのお知らせ

女性のための労働相談ホットライン

令和５年度「森の案内人養成講座」

令和５年度山形県調理師試験

保育園の「おいしい給食」レシピ動画公開
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戸沢学園 春季大運動会戸沢学園 春季大運動会「彪明彩勇莉～3年目の開花～」
テーマ


